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	原子力損害賠償法の改正にあたっての意見
	基本認識：被害者の保護と健全な原子力事業の両立は尊重すべき原則
	国の意思：原子力行政（利用、規制、損害賠償）に関する国の明確な意思をもって安定な基盤を築くこと
	原子力安全：新たな原子力規制と原子力事業者の安全確保への取り組みの方針と実践は損害賠償の議論の前提
	免責規定：残留リスクとなる複合原子力災害は、ナショナルリスク管理の問題となり、一定範囲を超える災害は免責と考えることに合理性があるのではないか
	有限責任制度：安全への投資は規制行政及び事業者自らのインセンティブ制度導入により維持される。有限責任制度については事業の予見性という観点が重要ではないか。
	実現可能性：不当なリスクがないこと（No undue risk）、許容されるリスク（Acceptable risk）とALARP、ALARAの原則を共有する

